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;花粉分析識塵③1

花粉のゆくえ

徳永重元

花粉の見わけ方(その互)

5.見方のもとになる考え

前号の2回目には花粉分析の意義とその方法につい

て説明した.ごの号では花粉や胞子をどういうこと

に基づいて鑑定してゆくのかそのもとはなっている考

えを説明してみぶ今咀前にあげたηり㌣ン(駄牝

man)ウッドハウス(双棚紬㈱雛)扱どという人夜ち

は自分でたくさんの現生植物の花粉をしらペエそれら

の中から基本的な形を蛮とめこれを整理している由

そしてできあカミったものが形態分類1半自然分類1自

然分類のどの表現を用いであるにせよ彼らの取りあげ

た要素は同じものである曲それではこごにそれら花

粉の見どころと屯いうべ慧ものを述べることにしぶう｡

1例を人体にとれぱからだについでの測定の要素は

体重｡身長･胸囲その他で鉦ることはいう塞でも扱い.

それと同じように花粉を鑑定する場合でもごく概括的

狂要素からさらに細かい部分の婁素へ屍てゆくという

こと淋大切である,化肴を専門家にみてもらうとそ

れカミ破片で齢りてもその種類をピタリとあてるというζ

とがある咄驚くやら感心す悉キらセ秘にもこうした

経験はぷくあるのだがそこには∴柳い銭大繋錐など

とv､って片水ナけも茸ふ扱いものが㌣努凄1裏浴ている曲

その人の頭の刺なはその化石熔みもれる艦忠纂索が詞

憶の中から浮かび上がりてきてその特徴の順序をつか

んで結論かてるのである岨それで獄ζうした要素を順

序立てて頭の串から引書出してみたらどうか｡私はこ

う考えて花粉鑑定要素を1枚のホｰルンｰトカｰドに表

わしてみたところあとで説明するようぽそれは盲誰で

地化石奮機械飾に繁引し鑑驚す蕃二&が努蜜る･と

いうことに一歩近づい匁という鯖果が傷られた山さて

花粉の形態上の特徴を大から小へ&順に並べてみること

にしよう岨

餐花粉⑳彬鱒上樽特徴減飼が

以下に述べ蕃繋戚は私が棋界の多くの藷名汰研究者

たちたと克はドイツのホトユ皿(%腕始)フルｰ

ク(P肋g)クルッチ(K渕漉)スウ黒一デンのエノレド

呼ン(飯批搬鰍)チン呼一クのフ皿クジ(臨蟻駅至)ノ

ルゥ皿一のイヴグ岬セン(至珊鵡嚢舵h)ソ連のナウモヴ

ァ(地砥棚禍)匁どの論文を参考にしてまとめてみた

ものである.まだその中には多少整理しきれぬ部分が

あるのは否定しないがζの程度のごみが花粉の見方と

なりてい蕃ごとがわかっていた化ければ幸いである.

(一次燃欝藻〕

豆粒,形…･Ia花粉紋の鎌倉状態(aS婁舳泌駅)

Ib花粉粒の外形(童｡醐鮒鹸鞭竈)

IC花粉粒の大意竃(嚢1燃)

エルトマン(G.趾dtman)博士(宿はし)

ホトニエ(豆.遣0tonie)榑士(津炎横向きの白髪ψ)人)と

フルｰク(H.Pf1ug)博士(向かって右側左手に本をかかえている)�
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〔二次の要素〕

lI花粉管孔と溝(pore&furrow)

IIa花粉管孔および溝の配列(arrange

浥��

IIb花粉管孔および溝の数(number)

IIC管孔の構造(StruCture)

IId管孔の大きさ(si2e)

〔三次の要素〕

皿花粉膜(㎜embrane)

IIIa花粉膜の構造(StruCture)

IIIb花粉膜の厚さ(thickness)

〔付随要素〕

w透明度

Vその他

�牡�����

以上カミ要素の概略だカミさらに詳しくみるためには軍

子顕微鏡による観察も行なわれている.しかしそれ

は私たちの鑑定の限度を越えるものなのでここでは取

り上げたいことにする.

一次の要素

花粉を顕微鏡でみた場合なれ榊'うちはどれも同じ

ようにみえてしまう.また花粉化石が珪藻や他の微生

物と共存している場合もどれカミ花粉なのか判断に迷う

ことがある.そうした場合の判定はこの花粉の見方

を一とおり学べぱわかることだが一応それに先立って

要点だけを述べておこう.r花粉は15～200μの大き

さで球または楕円体.だいたい対称的な形を示し

たいていのものにはいくつかの花粉管のでる孔があり

時にはこれに溝も伴う.花粉膜は1～3壷その表面

に種々の模様がある.胞子はふくらみをおびた三角形

また扁豆状管孔はみられず溝のあるものまたは三稜

石のようにY形をした条のあるもの狂とがある』以上

の説明は不完全だカミｰまずまとめるとこのようになる.

亙與粒の集合状態

花粉の集合林態は前に述べたようにその生成にあた

って偶数分裂する性質に関連があり1コ以外の場合は

2･4.8･多数と偶数のものが集合している.集合

状態をまとめると次のようなものとなる(第1図参照).

単粒(1コ)〔㎜onad〕A

複粒(2～4コ)

無翼一非常に多くの潤葉樹

�

有翼一おもにマツ科

有縁一ツガ

{1ニニニ“llllポ

参集粒〔po1yad〕

花粉塊〔po11inia〕一ガガイモ他

�

花粉小塊〔㎜aSSula〕一オニノヤガラ他

(以上幾瀬1956による)

∵

“｡

�

第1図粒災台状態模型図

4集粒�
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Erdtm･･(1954)���幾瀬(1956)����I)fl･g(1953)�

�方�〰�方��方�〰�方�

Peroblate�〈%�く50�逆扁平体形��〈%�<20�Ruge�

Oblate�%一%�50-75�扁平体形一�洪司雲�〉×�〉20�洲1ptisch�亦道面に広

Suboblate�%一%�75-88�梢扁球形��∫�5�置quatOrial�がっている

Sphero1dal�%一労�88-114��9���geStreCkt�楕円形

I.OblateSpトeroidal�%一%�88-100�扁球形�景圭�<%�く100��

PeroblateSpheroidal�%一労�100-114�長球状形�穿����

����{�%�100�kreismna�円形

2.Subprolate�労一%�114-133�消長球形�目無｡o�〉%�>100��

5.Prolate�鬼一財�133-200�長球形��<所�〈500�1州�楕円形

4,Perprolate�%>�〉200�過長球形��>所�〉500��

第1表

形態分類菱

�

I[皿

植物名Ia

〃炉北"α13単粒

(無翼)

�

や㌧ふくら

んだ三角

(極観)

�

23土x27±

皿a

赤道縁

土

IIb一

孔3～4

溝O

刀1c11=d皿IaI皿b

�物畭

�獰�潴�

第2表

こうして整理してみると複粒や参集粒の形を示すのはシ

ャクナゲ科をのぞけば俗にいう草本類に属するものが

非常に多いことがわかる.またこうした形の表わし方

にも専門的な言葉が多く用いられてv･るのでそのうち

重要なものだけは以後順々にあげていくようにしたい.

亙b外形

次に花粉粒の外形を見ることにしよう.その形は円

またはだ円と一口にv'ってもそれでは互いに区別がつ

きかねる.それで粒の大きさをはかってその値によ

って形を表現しようということに匁る.第2図は花粉

粒の外形を模式的に示したものだが測定するのはEと

Pの長さである.この測定に基づいてエルトマンは

第1表に示したような区分を行匁ηた申それでその術

語を見れぱだいたいどん恋形の淀円形をしているかわ

かるだろう.花粉は極から見た揚含&赤道面や側面

からみた場合とでは異なる形を示すものがあるのはち

ょうど私たちがラグビｰのボｰルを見るのと同じことで

ある.次にこうした数値をもってする区別でなく外

形全体を模式化して名称を与えることも行なわれフル

ｰク(ドイツ)トｰマス｡ファン･デアノ､ンメン

第2図

赤道面から見た花粉

粒のスケッチ

(Erdtman1954から)

P:極(Pcle)

P:両極間の長さ(p-p')

E:赤道面における長さ

(e-e一)

形

態分類例

3層

11･1'吐

粗･網状

要素の記号は本文参照

(Thom･sv･･.d･･H･mm･･)(コ㍗ビア)などの例

があるがここでは省くことにする.

互｡夫きき

花粉の中には外形は似ていても大きさに差のあるも

のカミ多い.単粒の花粉では一番小さいものでは3μ(1

μ昌1/･皿･｡mm)一番大きいものは1mm(1OOoμ)にも達

っするがしかし私たちが対象として扱うものはユ5～

200μの間に大体おさまる､もちろん1つの属の中で

も粒に多少の大小はあるがカバノキ(Betula)のよう

にその値によって種間の区別ができるものもある.現

生植物の花粉のうちで私たちに関係の深いものをあげ

れぱ第2表のようになる.粒全体の外形と大きさにつ

いて一応の見方がすんだかこれでは非常に大き柾群別し

ができ柾い･次に属の単位でその特徴をとらえるため

さらに細かく見てゆくことにたる.

二次の要素

亙亙花粉管孔と溝

花粉には花粉管の出る孔(germin斗pore)がみられ

るがあるものはその場所にさらに溝(furrow)のあ

るものもありまた孔はなく溝だけのものもある.ま

たこれら両者とも見られないものがありこの4形式以

外の組み合わせは恋い.噌孔と溝の配列様式･こそ

は属の単位における分類の最も重要な基準といえよう.

前に述べたフェグリとイヴァｰセンらはこれらのこと

を基準として第3図に示した分類を行柱った.この

分類名称はそのまま形態で分類した場合の属名に用いら

れている.

例:Tricolpate-3溝粒一Trico1pop011enites(形態属名)

亙亙胆花粉管孔および溝の配列

第3図で見られるように管孔と溝との組み合わせはい

ろいろあるがそのおもなものをここではあげて見よう.�
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花粉管孔が赤道縁上に配列ハンノキ(A1ous)ケヤキ

(Zelk0Ya)ニレ(U1mus)その他

花粉管孔が赤道縁と半劇こ配列クルミ(Jug1a口s)その他

花粉管孔が赤道縁の上下に配列サワグルミ(Pterocarya)

その池

溝のみが赤道縁に配列コナラ(Quercus)その池

溝と花粉管孔が赤道縁に配列ウルシ(Rhus)その他

これらの手がかりによって各々の配列形式の中にどの

よう粒種類カミ合まれているかは後に検索表によって示

すことにする.

I肋花粉管孔および溝の数

花粉管孔の数はO,1,3～4～6～8多数といろ

いろありその各々には多くの種類カミ含まれているカ三

この数を手がかりにしてもある程度の区別を見出すこと

カミできる.各々について2,3の例をあげて見よう.

O･･ミクリ(Potamogeton)ポプラ(Populus)

1.Iセコイア(SequOia)水松(G1yptostrobus)

3･･ヤマモモ(Myrica)カバノキ(Betula)

4～6･ハンノキ(A1nus)

多数･フウ(Liquidambar)

多数…･Surracenia

脆管孔の構造

以上のべた管孔の配列の他に管孔の構造も大切な区

別の要素となる.管孔の形は第4図と第5図の構造と

が組み合って第6図のような表現を示すことが用いら

れている.第6図のようだ管孔をAtrium･Anulus

組み合わせという.

亙亙唖管孔の大きさ

管孔の大きさはその花粉を記載する場合分類の補助

的役割りをする.管孔は普通円形またはだ円形で大き

さも2～3μであるが中には5μ(例えばPterOcarya)

桂ともある.

三次の要素

n瓦a花粉膜の構造

花粉を詳しくみると粒の外壁は第2～3層からなって

いる.これを模式的に描くと第7図のように桂る.

この外壁の一番外側にはいろいろな突起物(Omamen-

tatiOn)がありこれらの形態がまた鑑定の手がかりと

なる.花粉を断面によって図示して見ると第8図の

ように校るがこれを少し見方を変えて詳しく見ると第

溝と孔とが共存しているものでは同じ

組み合わせである.

3･…クルミ(Castanea)

4～6…･アカテツ科(Sapotaceae)

溝のみがある時にも同様の組み合わせ

がある.

3･…ナラ(Quercus)ヤナギ

(Salix)スズカケ(P1atanus)

4～6…･トネリコ(Fraxinus)

MonoP1川･t乱e(PI〕

○○

Ml｣nooolp肛taε(C,)

①○

Synco-pa岨｡(Csyn)

��慮�

卡��

�物��

Carp三nus

���

兵捲��

Cory1･･

��楳

���

��愀

工1eX

�敲

側敲���

�杵�

,L{qu三aambar

���愀

50α

○O

①①

第2表樹木種花粉の大きさ

④①

住

◎e

◎e

Dioolpat乱e(C空)

○O

第3図

Trioolp齪t乱｡(C一)

○⑰

StoPh肌nUcolp趾t乱｡(Cstl〕〕

○①

P但ricolp乱t乱｡(Cpori〕

○O①

㊤㊤

Trioo1poratae(C王P3)

○①

Stop11趾nooolPor肛岨｡(CPsこ1〕)

①①

工一〃iooIPor趾匝｡(CPp帥i)

○◎⑦

Q㊤

DiI〕lll･汕肥(P空)

○○

TriPomt乱｡(Pヨ)

○○

StoPh乱noPorat三肥(Pstp)

○○

Peripo閉tae(Pperi)

伀

⑫

Fenest｡乱t.e(Fen)

豊③

Heterooolp乱t肥(Chet)

①①

��慰�慴慥�數��

⑳⑪

花粉分類図(K-Faegr1&J.Iversen,工950)�
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〆､

Coryh1s型

!＼

b一

Myrica型

��極�

!＼

Betula雪空

��楢畬畭

第4図花粉管孔の断面

�笱����

〆､

Tilia型

��癥�楢畬畭

!＼ρヘベ■(＼〆､

bc･dgf

a～dAnu1use.Labrum

昮呵浥獺�稀

第5図花粉管孔外皮の構造

�筬����

第6図

管孔組み合わせ

�物畭�慢�

9図に示したように在る.しかしいずれにしても

その花粉の外壁のもようを記載するにはいろいろな術

語カミ便われていて図の下にあげたものもこの点から重

要なものである.こうした花粉断面を見ずに表面に

顕微鏡の焦点を合わせると第8図の下に描いたように

見える.こうした表面模様についてもまたいろいろ

表現されているカミここでは省くことにする.

亙亙恥花粉膜の嬢さ

花粉外壁の厚さは種類によって多少異なっている.

Larixのような単粒無翼型の針葉樹花粉は1μ程度の厚

さを示しU1musの類は3μ位の厚さを示すものがあ

る.一概にはいえないが樹木種の花粉は厚手の感

じがあり草本類のものは薄いということは事実である.

以上粒の形･花粉管孔･外壁などについてどういう形

態カミあるかを述べたカミその他種類によっては下記の

要素も参考となる.

(付随要素)

w透明度

粒を顕微鏡で見ると外壁またはその内部の物理的要素

でその粒カミ透明や不透明に見えることカミある.この

点は種類によって特徴のあるものカミわかっており鑑定

に利用できる.

Vその池

上に述べたようなおもな要素のほかにある種の花粉

に独特な形態上の特徴がありたとえばAlnus花粉の

花粉管孔から管孔へとつなカミって堤のようになって見

える肥厚部(Arcus)有翼花粉Pinusの本体の上部に

みられる冠部(Crest)などぺろいろある.これらを

いちいち説明する訳にはゆかないが次号以下に述べる

各論の中で少し取り上げることにしよう.さてここに

1例としてヤチヤナギ(吻伽αGα1θ)を取り上げてみ

よう.この花粉を上に述べた要素について観察してみ

ると第1表のように狂る.このように現生植物の花粉

は形によってまとめてゆくことができる.しかし私

たちか地質学の立場からこれを利用するということに

なるとはじめはその植物の名前はわからずここにあげ

たIa･Ib･Ic……IIIa･mbというような要素を調べてそ

の後植物名が何であるということを鑑定することにたる.

このように明りように鑑定できれば問題はないわけだ

がI～皿の間の要素が不明りょうであったり植物の

うちには非常に似てv'る要素を示すものも多いのでこ

こにむずかしい点字あるのは事実である.

於ボp軸晦

一外層s軸海

亀浴㌻宗

㌣

燐

巾

も

･ぺ

㍉,クニ

勿

㌣

第7図花粉外壁の模式図

(幾瀬1956,Erdtman1954.Pf1u91953による)�



一45一

･'■!｡りφ

ψ'･･ジ

ベう二･･伽･,"''

���

第8図花粉外壁模様(Erdt㎜an1953)

�散���

��慮畬慴攀

���晥�畳

�獣�����

��瑩���

��条瑩癥�瑩���

〆ダ〆〆ダ戸ダ

里bcdef国

それならぱどうしたら良いのだろうか?

結局は現生植物の花粉の形態をたくさん研究しその

特徴をよく理解し整理し形態上から見た検索表を利

用して鑑定するのカミｰ番正当な方法とv･えよう.

こうしたことに利用される花粉検索表はいくつか発表

されている.たとえばボイク(Hans･J㍍genBeu9

1961)ウッドノ､ウス(1935)フェグリとイヴァｰセン

(1950)など各自研究した範囲で検索表を発表している.

しかし私たちが注意しなくてはならないのはこれらの

中にはわが国で全く自生していない種類を多く含んで

いることがありまたわが国で重要な属カミぬけていたり

する.私はこうしたことを調べたのでその欠点を補

いこの講座の中で実用的な検索表をまとめて後述する予

定でいる.そしてわが国における化石種に密接に関係

のある種類をまず知ら泣けれぱならないという考えから

現生植物の花粉をその自然分類によって次号から解説

してゆくことにした.前に述べたように花粉比肩の鑑

定においては第3紀後期以後の地層から出たものは

現生植物の花粉に同定することが可能であるという結論

が出ていてこれは先頃行なわれた世界花粉学会議でも

認められたところである.

最後にこの章をまとめるにあたって参照した文献を

示しておこう.ここにあげたのは形態の基本的な問題

を取り扱ったものばかりである二

(筆者は燃料部肩炭課)
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報文

島津光夫･河内洋佑:山形県東剛11郡朝目村砂川付近の地質

および合ウラン礫岩について

林昇一郎･五十嵐俊雄:群馬県勢多地区の放射能調査

浜地忠男:新潟県北蒲原郡中条町の合ウランノジュｰルにっ

し､て

林昇一郎･丸山修司:長野県西筑摩郡下の放射能調査

佐藤良昭･星野一男･須貝貫二:岡山県真庭郡八束村付近の

地質および放射能強度

浜地忠男･坂巻幸雄:愛媛県宇和島地区のマンガン鉱床に伴

うウランについて

概報

秋岡県阿仁田町付近の放射能強度について

岩手県瑚歌地区の放射能強度第1報

筑豊炭田田川地区の古第三紀層放射能強度調査

資料

地殻の発達とその過程における交代作用の意味について
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報文

早川正巳･森喜義:松川地熱地帯における地震探査

中条純輔:東京海谷の音波探査

松下敏夫:帯水層の常数とその測定についての考察

鎌田清吉:爆発孔を利用した表層地質について

～深部物理探査研究第9報一

広渡文利･竹固英夫:栃木県加蘇･飛駒および菱対地域のマ
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